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（会員数29名）22名例 会 出 席 者

国際ロータリー第2670地区ガバナー 桑原征一様
徳島第Ⅱ分区ガバナー補佐 藤田定吉様
随行者 高橋正明様

ゲ ス ト

青木博美会員１メークアップ

出 席 率
修正出席率

75.8％
79.3％

まず最初に私の方から申し上げたいのは、本年度国際ロータリー会長のバリー・ラシン会
長のテーマ「インスピレーションになろう」というテーマを私が初めて聞いたのは国際協議
会第1日目の時でした。正直最初に聞いた時、インスピレーションの意味が私には閃きにし
か思い浮かびませんでした。閃きになろうということの意味が正直分かりませんでした。
しかし、同期のガバナーの皆様のお話あるいはロータリー日本事務局の方々、そしてバリー
･ラシンご自身のご説明を聞き理解をしたところでございます。現在私達が直面する課題に
勇気と希望、そして創造性をもって正面から立ち向かう意欲を自分だけではないというこ
とが一番大事なところだろうと思います。この課題に正面から立ち向かう意欲をクラブの
皆様方や地域社会、そして全ての組織全体にその意欲を引き起こすためのインスピレー
ションとなるということです。このインスピレーションはその意欲を引き起こすための

きっかけや起爆剤、それとも皆と一緒に前進する力を与えるということだと思います。自分だけではなく組織全体
が一緒になって行動できるように鼓舞するという意味合いだろうと私達は認識し各クラブにご報告をしています。
それと同時に私の方針といたしまして「共に考え、共に行動しよう」とありますが、これはバリー･ラシン会長の

鼓舞して共に進むということと同時に私のロータリーに対する思いもこの言葉の中に込めさせていただきました。
正直申し上げると私自身ロータリーとはどういうものであるかということをどこまで理解しているかということに
ついてはまだ自信がない状態でございます。入会して30年になりますが現在も勉強中です。ただその中でロータ
リーが何かということがたとえ分からなくても、ロータリーが何をやっているかということだけは私がこの目で、
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皆さんこんばんは。本日は先ほどご紹介しましたが、桑原ガバナーに訪問いただいています。二週間前のガバ
ナー補佐訪問例会でも同じようなことをお話ししましたが、普段の例会に出席するだけではなかなか美馬ロータ
リークラブ以外のことはわかりにくいものです。第2670地区が、国際ロータリーがどのような活動を続けている
か、しっかり勉強させていただきましょう。
インターアクトやローターアクトなどに代表される青少年奉仕、米山奨学制度、ポリオ撲滅の運動に代表される

国際奉仕、総じて地域への貢献活動に代表される社会奉仕、自身の職業倫理を高める職業奉仕、そしてクラブのメ
ンバー同士の親睦に代表されるクラブ奉仕といわれる五大奉仕をどのようにとらえ、第2670地区が奉仕活動を
行っているか、そして国際ロータリーがどのように行っているか、地区大会に出席いただいたメンバーはある程度
理解していただいていると思いますが、残念ながら事情があって出席がかなわなかったメンバーにとって今回は
素晴らしい機会です。桑原ガバナー自身がわざわざ遠いところ、我々のクラブに足を運んで出席頂き直々にお話
しいただくことを聞くことができます。
私自身ロータリークラブは、変革と多様性がその特徴である団体であると理解しています。初期のころの考え

を残しつつ、常に変革し続けてきたがゆえにわかりにくい面もあると思います。もちろん私自身当然のことなが
らロータリークラブのことをすべて理解しているわけではありません。私は、先ほど五大奉仕の本来の順番をあ
えて逆から順に述べました。現在の私は五大奉仕の重要性をあえて順列を付けるとするならば、この順ではない
かと思っているからに他ありません。しかしロータリークラブの考えでは逆であります。今現在では私はこの考
え方をまだ理解できずにいます。しかしロータリークラブの一員として身を置くことができ続けるならいつかは
理解する日が来るかもわかりません。そう考えるととても楽しくなります。
自身の考え方を変革し続けることができるよう、今日は私自身が、まず一生懸命勉強させていただこうと思ってい
ます。皆さんも一緒に勉強させていただきましょう。本日はよろしくお願いします。
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この体で、そしてこの心で体験しようということで全ての委員会に飛び込んで行きました。それぞれの委員会の
方々はそれぞれの職責を本当に真剣に真摯に献身的に果たしています。この委員会の方々の献身的な活動がこの地
区の事業を支えているということに気が付き感銘を受けました。それと同時にその他のメンバーの方々は静かにそ
れを見守りながら支えているということです。このロータリーの奉仕活動を支えているのは、そのような形で出向
していただいている委員の方々のお力の賜物でございます。そこで私が思ったのは、献身的に努力をしている委員
の方々のご苦労をもっともっと地区内全部のクラブの方々にしていただきたい。その上でさらにご支援をいただき
たい。地区とクラブとの関係、地区は何をしているのか、国際ロータリーは何をしているのかを知りたいというこ
とを普段からそういう形の関係に地区がなればいいなと思いました。ぜひこの2670地区と地区内74クラブが何を
しているかが分かり合える地区運営の努力をしていきたいと思いました。その思いが「共に考え、共に行動しよう」
という方針になりました。「共に考え、共に行動しよう」ということにつきましては、おそらくクラブの中でも同じ
ことが言えるのではないかと思います。29名の美馬ロータリークラブの中で一生懸命ロータリーをする方とそれ
を静かに見守る方と両方いると思います。どちらのメンバーも美馬ロータリークラブにとっては大事な存在です。
我々2670地区におきましても同じです。クラブの中でも会員同士が本当に胸襟を開いて共に考え、そしてその出た
結論に対しては一緒になって行動していただきたい。そういう活発なクラブになっていただきたい、そういう思い
を込めた方針にさせていただきました。それと同時に国際ロータリーとクラブも同じことがいえると私は思います。
国際ロータリーは中々手の届かない存在です。皆様方が一番分かりやすいのはポリオ撲滅という形だと思います。
その他にも国際ロータリーは多岐にわたる活動をやっております。その中で国際ロータリーと我々の関係を簡潔に
説明できるのはやはりポリオの撲滅です。これについてご報告させていただきます。国際ロータリーは30年前か
らこのポリオ撲滅に取り組んでいます。皆様方から頂戴した莫大なお金と長い年月をかけて年間100万人罹患して
いたポリオ患者を今現在は22名まで押さえ込むことに成功しています。しばらくするとポリオの撲滅を宣言でき
るという大きな期待を抱かせていただいています。ただポリオのウイルスは人から人へ移るウイルスだと聞いてい
ます。現在パキスタンとアフガニスタンの２ヵ国だけですが、ポリオ患者がいるということはウイルスがいるとい
うことなので世界中で現在も５億人の子ども達がポリオワクチンを投与されています。日本でも同じです。その費
用は日本だけで年間180億円使っています。国際ロータリーだけの力ではございませんが、このポリオの撲滅がで
きたあかつきには年間180億円の予算が我々の所へ返ってくる、別の意味で有効に活用できるということで国際
ロータリーと私達それぞれのクラブとの繋がりはあると思っています。
ロータリーというのはどういう活動をするのかなどについては、私もまだまだ探究中でございます。しかし行動

ということに関して申し上げるとロータリーは1人ではないと思っています。1人でできることには限界がありま
す。しかし奉仕の精神でこの29名の美馬ロータリーの皆様方が団結してやれば必ずできることがあると思ってい
ます。そして１つのクラブだけではできないことも、この2670地区の74クラブ3000名のロータリアンの力を結集
すればできるものはあると思います。また国際ロータリーの120万人の力を結集すればできるものがあると思って
います。
最後に申し上げたいことは、決してロータリーは1人ではない。1つのクラブだけではない。1人で行動するので

はなく、29名の美馬ロータリークラブとしての行動が非常に重要だと思います。また地区としての行動、国際ロー
タリーとしての行動をこのネットワークという皆様方の力を結集することの重要性というものを認識していただけ
たらと思います。常に前向きに皆と一緒に行動しよう、自分が思うことを信じて行動する、それでいいと思います。
良きロータリアンというものは、良き社会人であり良き企業人であり、そして良き家庭人であると思います。
どうか美馬ロータリークラブの皆様方、これから益々のご健勝と美馬ロータリークラブのご発展を心からお祈り

申し上げます。

☆欠席の会員はメークアップをお願いします。次回例会に欠席
の会員は、出席委員長までご連絡をお願いします。

クリスマス例会

2018年12月11日（火）18:30から
次回
例会

■■ニコニコ■ニコニコ■■

◇桑原ガバナー
◇藤田ガバナー補佐

■■幹事報告■幹事報告■■

◇到着週報 脇町ＲＣ、鴨島ＲＣ
◇連絡事項 12/11 クリスマス例会

◇親睦委員会
・クリスマス例会にてチャリティーオークション開催
オークションで買ってもらえそうな物を持参

・18:30より開催

■■委員会報告■委員会報告■■
北室淳子会員・杉原節子会員・辻 貴博会員
西谷明彦会員・林 秀樹会員・東谷尚登会員
松浦美紀子会員

欠 席


